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資料 6. 基本設計概要表 

1. 協力対象事業名 

エジプト･アラブ共和国 バハル･ヨセフ灌漑用水路サコーラ堰改修計画 

2. 我が国が援助することの必要性・妥当性 

(1) 我が国が援助することの必要性・妥当性 

(ｲ) 我が国との関係が良好であり、とりわけ経済･技術協力の分野において緊密であること 
(ﾛ) 「エ」国は、中近東･アフリカ地域の大国であり、世界の海上輸送の要衡であるスエズ運河を要

し、地域の安定全般に関わり得ること 
(ﾊ) イスラム世界の主要メンバーとして発言力を有しており、西側社会の利益にも合致した穏健な

外交政策は、中近東諸国から我が国への安定した石油供給を間接的に支える要因ともなってい

ること 
(ﾆ) 政治的安定を維持しつつ、中東和平プロセスをはじめ中近東地域の平和と安定の達成に向け重

要な役割を果たしていること 
(ﾎ) 市場指向型経済に向けた努力が顕著で、民主化､人権､報道の自由の分野で改善されるべき点は

あるものの、ODA大綱上原則の観点から総じて望ましい方向に向かっていること 
(ﾍ) 高い人口増加率、貧困･失業者増大等の問題を抱えており、援助需要が大きいこと 

等の理由に基づき、我が国は「エ」国に対して積極的に援助を実施している。また、「エ」国にお

ける開発の現状と課題、開発計画等に関する調査･研究ならびに国別援助計画等をふまえ、①農業生

産の拡大、②教育の充実･人材育成、③経済基盤の整備･各種産業の振興、④保健･医療、⑤環境改善･

保全および公衆衛生の改善の 5項目を援助の重点分野としている。 

(2) 当該プロジェクトを実施することの必要性･妥当性 

「エ」国では、主食である小麦の自給率が約 50％に留まり、その多くを輸入に依存している。また、
「エ」国の総人口は約 6,900万人（2001年）であるが、過去 10年間で約 1,200万人増加しており、今
後も同水準で増加すると予測されている。したがって、自給率の向上、人口増加に見合う食糧増産が

急務となっているが、年間降雨量が 5mm程度であるなかでのナイル協定による 555億 m3の年間利用

可能水量と全国土面積の約 4%という耕地可能面積が、厳しい制約条件となっている。 

こうした背景から、「エ」国は、農業分野における食糧の安定供給を主眼とする「第 4 次経済社会
開発 5 カ年計画（1997/98～2001/02）」を 1997 年に策定した。同計画の中では、既存耕地の作付け率
の向上と単位収量の増加を図る垂直的拡大農業政策が掲げられ、なかでも、灌漑システムにおける配

水計画、水利施設における取水計画にかかる総合的水管理を行い、水利用効率を高め、圃場レベルに

安定した必要水量を供給することが重要な施策とされている。 

上述の施策を可能とするため、水資源灌漑省は 1800年代後半から 1900年代初頭に建設されたナイ
ル川の調節堰や取水堰に対する改修や更新を段階的に行っている。しかし、すべての各幹･支線水路

の改修には至らず、依然として建設後 100年以上経過した漏水等の問題を抱えた取水施設が広く利用
されており、垂直的拡大農業政策の大きな障害となっている。 

バハル･ヨセフ灌漑用水路への取水量はナイル協定水量の約 8%に相当する 45 億トン／年であり、
その総灌漑面積は「エ」国全耕地面積の 11%を占める。このように、同用水路は「エ」国農業の重要
な農業基幹施設であるが、サコーラ堰に代表される各支線水路への取水堰が老朽化しているため、圃

場への安定した水供給が達成されず、農業生産性への影響が懸念されている。サコーラ堰が対象とす

る灌漑面積は約 34,700 ha に及ぶため、同堰を改修し、水の安定供給を実現することは、エジプト国
の農業発展に大きく寄与するものと思われる。 

なお、「エ」国は、ナイル川に既設する調節堰や取水堰などの大規模堰の改修についてはフランス、
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イタリア、ドイツなどヨーロッパ諸国へ支援を要請し、調査や堰改修事業を行ってきた。一方、幹線

水路に付帯する施設の改修については、我が国に対して支援を要請している。我が国はこの要請に応

え、1992 年にはバハル･ヨセフ灌漑用水路全体の改修計画に係る開発調査を実施し、その結果にもと
づき、1997年にはラフーン堰が、続いてその上流に位置するマゾーラ堰が 2002年に改修された。従
って、本プロジェクトは改修済みであるラフーン堰及びマゾーラ堰と整合性のある事業として期待さ

れる。 

3. 事業の目的等 

バハル･ヨセフ灌漑用水路に位置するサコーラ堰を更新するとともに水位･流量調節が容易なオー

バーフロータイプのゲートを導入することにより、適正な水管理を実践し、対象受益地への灌漑用水

の安定供給を行うことを目的としている。 

4. 事業の内容 

(1) 対象地域 

「エ」国ミニア県およびベニスエフ県におけるナイル川を水源とするバハル･ヨセフ灌漑用水路

に付帯する既設サコーラ堰周辺地域 

(2) アウトプット 

• 既設サコーラ堰本体が更新される。 

• 主ゲートが電動式オーバーフロータイプに更新される。 

• 管理棟が建設される。 

• 併設橋が改修、改善される。 

(3) インプット 

【日本側】 
• 既設サコーラ堰本体の更新 
• 主ゲートの電動式オーバーフロータイプへの更新 
• 管理棟の建設 
• 併設橋の改修、改善 
• 堰ゲートの O/Mおよび流量管理移行に資する技術指導の実施 

【相手国側】 
• 工事期間中の通水管理に必要な既設サコーラ堰ゲートの修理(4門)および管理 
• 工事現場敷地外の仮設ヤード 3,000m2の確保･整地 
• 本設部分の内陸輸送費の負担 
• 本設用受電設備の設置 

(4) 総事業費 
概算事業費 23.82億円（日本側 21.11億円、エジプト国側 2.71億円） 

(5) スケジュール 

【日本側負担による資機材調達】 

詳細設計期間を含め、約 30ヶ月の工期を予定 
【相手国側負担による施設建設】 
約 3ヶ月を予定 

(6) 実施体制 

実施機関：灌漑総局(ID)､灌漑改善局(IIS)､ミニア地方灌漑改善局(IIP) 
運営機関：灌漑局(IS)､西ミニア地方灌漑局(IDir.) 
監督機関：水資源灌漑省(MWRI) 
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5. プロジェクトの成果 

(1) プロジェクトの裨益対象の範囲および規模 

(ｲ) 裨益範囲： 
「エ」国ミニア県およびベニスエフ県におけるナイル川を水源とするバハル･ヨセフ灌漑用水路

に付帯する既設サコーラ堰周辺地域 

(ﾛ) 直接受益者： 
既設サコーラ堰受益地農家（既住者）約 536千人 

(2) 事業の目的（プロジェクトの目標）達成を示す成果指標 

(ｲ)対象地域の内、重力灌漑対象地区(50,000 ﾌｪﾀﾞﾝ：21,000 ha)の支線水路への灌漑必要取水量の
不足が解消される。 

2002年 
灌漑取水量の増加 

夏作(5月～9月) 冬作(10月～4月) 合計 
2007年 指 標 

総必要用水量(千m3) 120,175 78,105 198,280 198,280 
実取水量（千 m3） 114,536 74,588 189,124 198,280 

(4.6%増) 
不足量（千 m3） 5,639 (4.7%) 3,517 (4.5%) 9,156 0 

灌漑取水量の増加

プロジェクト実施

後 4.6 ％の増加 

(3) その他の成果指標 

(ｲ)対象地域の内、重力灌漑対象地区(50,000 ﾌｪﾀﾞﾝ)の単位収量が向上し、作物生産量が増加する。
2002年 2007年 

1)重力灌漑地区の単位収量 

および作物生産量の増加 単収
(ton/ha)

生産量 
(ton) 

単収
(ton/ha)

生産量 
(ton) 

収量増 
(ton) 

 
(%) 

・小麦 
・綿花 
・メイズ 
・ごま 
・その他 
 (豆類､玉葱､ポテト､野菜等) 

7.23 
1.48 
7.74 
1.43 
― 

60,750 
7,478 

94,603 
563 

361,954 

7.64 
1.51 
8.15 
1.58 
― 

64,168 
7,662 

99,649 
623 

388,891 

3,418 
184 

5,046 
60 

26,937 

(6 %増) 
(2%増) 
(5%増) 
(11%増) 
(2-11%増) 

重力灌漑地区全体 ― 525,348 ― 560,993 35,645 (7%増) 

 (ﾛ)対象地域の総農業生産額が増加する。 

 2003年（実施前） 2007年（実施後）  

総農業生産額 293 百万 LE 303百万 LE(約 3.6 %増) 

 

 

6. 外部要因リスク 

(ｲ) サコーラ堰灌漑施設の運営･維持管理のための人材･予算が持続的に確保される。 

(ﾛ) 農産物価格の大幅な下落がなく、病害が発生しない。 

7. 今後の評価計画 

(1) 事後評価に用いる成果指標 

(ｲ) 重力灌漑地区の灌漑水量 

 

(2) 評価のタイミング 

2007年以降 

 



資
料
 
7
.
 
入
手
資
料
リ
ス
ト

 

 番
号

 
名
 
 
称

 

形
態

 

図
書
・
ビ
デ
オ

 

地
図
・
写
真
等

 

オ
リ
ジ
ナ
ル

 

・
コ
ピ
ー

 
発
行
機
関

 
発
行
年

 

1 
R

ei
nf

or
ce

d 
C

on
cr

et
e 

D
es

ig
n 

H
an

db
oo

k 
図
書

 
オ
リ
ジ
ナ
ル

 
B

y 
Pr

of
. D

r. 
Sh

ak
er

 E
l-B

eh
ai

ry
 

Fa
cu

lty
 o

f E
ng

in
ee

rin
g 

 
A

in
 S

ha
m

s U
ni

ve
rs

ity
 

Si
xt

h 
Ed

iti
on

 

20
02
年

 

2 
D

es
ig

n 
Te

xt
bo

ok
s i

n 
C

iv
il 

En
gi

ne
er

in
g:

 V
ol

um
e 

I 
IR

R
IG

AT
IO

N
 E

N
G

IN
EE

R
IN

G
: C

A
N

A
L 

A
N

D
 B

A
R

R
A

G
ES

図
書

 
コ
ピ
ー

 
B

y 
Se

rg
e 

Le
lia

vs
ky

 
Ph

. D
., 

M
.I.

C
.E

., 
F.

 A
m

. S
oc

. C
.E

. 

19
83
年

 

3 
Eg

yp
tia

n 
C

od
e 

fo
r 

Lo
ad

in
g 

in
 

C
on

st
ru

ct
io

n 
B

ui
ld

in
g,

 

R
oa

dw
ay

 B
rid

ge
s &

 R
ai

lw
ay

 

図
書

 
コ
ピ
ー

 
M

in
is

try
 o

f H
ou

si
ng

 &
 U

til
iti

es
 

En
g.

 M
oh

am
ed

 S
al

ah
 E

l-D
ee

n 
H

as
sa

bA
lla

 

19
93

/1
2/

28
 

4 
Pr

ob
le

m
 b

as
ed

 
D

es
ig

n 
Te

xt
bo

ok
s i

n 
C

iv
il 

En
gi

ne
er

in
g 

R
eg

ul
at

or
s 

図
書

 
コ
ピ
ー

 
Ph

. D
, N

az
ei

h 
A

ss
aa

d 
Yo

un
an

 
Pr

of
es

so
r, 

C
iv

il 
En

gi
ne

er
in

g 
D

ep
. 

U
ni

ve
rs

ity
 o

f A
le

xa
nd

ria
 

19
86
年

 

5 
St

ru
ct

ur
al

 B
ric

k 
W

or
k 

図
書

 
オ
リ
ジ
ナ
ル

 
A

rn
oi

d 
W

. H
en

dr
y 

B
., 

Sc
., 

Ph
.D

., 
D

.S
c.

, F
.I.

C
.E

., 
F.

I.S
tru

ct
.E

., 
F.

R
.S

.E
. 

Pr
of

es
so

r o
f C

iv
il 

En
gi

ne
er

in
g,

 
U

ni
ve

rs
ity

 o
f E

di
nb

ur
gh

 

19
81
年

 

6 
Th

e 
In

co
m

e 
Ta

x 
Lo

w
 

図
書

 
オ
リ
ジ
ナ
ル

 
Th

e 
M

id
dl

e 
of

 E
as

t L
ib

ra
ry

 fo
r 

Ec
on

om
ic

 S
er

vi
ce

s 
不
明

 

7 
Ir

rig
at

io
n 

Sy
st

em
s:

 P
re

pa
rin

g 
fo

r t
he

 2
1st

 C
en

tu
ry

 
図
書

 
オ
リ
ジ
ナ
ル

 
M

in
is

try
 o

f P
ub

lic
 W

or
ks

 a
nd

 W
at

er
 

R
es

ou
rc

es
 

不
明

 

8 
In

ve
st

in
g 

in
 E

gy
pt

 
図
書

 
オ
リ
ジ
ナ
ル

 
M

in
is

try
 o

f F
or

ei
gn

 T
ra

de
 

20
03
年

 

9 
Im

pl
em

en
ta

tio
n 

Pr
oc

ed
ur

e 
fo

r I
rr

ig
at

io
n 

La
w

 
図
書

 
コ
ピ
ー

 
M

in
is

try
 o

f P
ub

lic
 W

or
ks

 a
nd

 W
at

er
 

R
es

ou
rc

es
 

19
95
年

 

10
 

M
ai

n 
Fe

at
ur

es
 o

f t
he

 W
at

er
 P

ol
ic

y 
図
書

 
コ
ピ
ー

 
M

in
is

try
 o

f W
at

er
 R

es
ou

rc
es

 
20

00
年

 

11
 

N
at

io
na

l W
at

er
 R

es
ou

rc
es

 P
la

n 
fo

r E
gy

pt
 

図
書

 
コ
ピ
ー

 
M

in
is

try
 o

f 
Pu

bl
ic

 W
or

ks
 a

nd
 W

at
er

 
R

es
ou

rc
es

 
19

99
年

 

A7-1 



12
 

M
an

sh
aa

t N
ia

zy
 B

rid
ge

 ボ
ー
リ
ン
グ
柱
状
図
（

B
H
１
、

B
H

2）
柱
状
図

 
コ
ピ
ー

 
N

ub
ar

ia
 C

om
pa

ny
 

19
95
年

 

13
 

B
en

i K
al

d 
B

rid
ge

 ボ
ー
リ
ン
グ
柱
状
図
（

B
H

1、
B

H
2）

 
柱
状
図
の
み

 
コ
ピ
ー

 
G

or
ge

 H
al

em
 

不
明

 

14
 

La
nd

 M
ap

 a
ro

un
d 

Sa
ko

ul
a 

 S
 =

 1
/2

50
0 

 

地
図

 
コ
ピ
ー

 
Ir

rig
at

io
n 

D
ep

ar
tm

en
t 

 
M

in
ia

 D
ire

ct
ra

te
 

19
06
年

 

15
 

La
nd

 M
ap

 a
ro

un
d 

Sa
ko

ul
a 

 S
 =

 1
/2

50
0 

 

地
図

 
コ
ピ
ー

 
Ir

rig
at

io
n 

D
ep

ar
tm

en
t 

 
M

in
ia

 D
ire

ct
ra

te
 

不
明

 

16
 

B
ro

ch
ur

e 
fo

r N
ew

 IS
N

A
 B

ar
ra

ge
 

ﾊ
ﾟﾝ
ﾌﾚ
ｯﾄ

 
コ
ピ
ー

 
R

es
er

vo
ir 

an
d 

G
ra

nd
 B

ar
ra

ge
 S

ec
to

r 
不
明

 

17
 

B
ro

ch
ur

e 
fo

r N
ew

 IS
N

A
, 

 A
dd

iti
on

al
 N

av
ig

at
io

n 
Lo

ck
 

ﾊ
ﾟﾝ
ﾌﾚ
ｯﾄ

 
コ
ピ
ー

 
R

es
er

vo
ir 

an
d 

G
ra

nd
 B

ar
ra

ge
 S

ec
to

r 
不
明

 

18
 

B
ro

ch
ur

e 
fo

r N
ew

 N
A

G
A

 H
A

M
M

A
D

I 
 B

ar
ra

ge
 

ﾊ
ﾟﾝ
ﾌﾚ
ｯﾄ

 
オ
リ
ジ
ナ
ル

 
R

es
er

vo
ir 

an
d 

G
ra

nd
 B

ar
ra

ge
 S

ec
to

r 
不
明

 

19
 

B
ro

ch
ur

e 
fo

r M
O

N
O

U
FY

 a
nd

 T
A

FI
K

Y
 H

ea
d 

R
eg

ul
at

or
 

ﾊ
ﾟﾝ
ﾌﾚ
ｯﾄ

 
オ
リ
ジ
ナ
ル

 
R

es
er

vo
ir 

an
d 

G
ra

nd
 B

ar
ra

ge
 S

ec
to

r 
不
明

 

20
 

B
ro

ch
ur

e 
fo

r N
ew

 IS
M

A
IL

IA
  

H
ea

d 
R

eg
ul

at
or

 
ﾊ
ﾟﾝ
ﾌﾚ
ｯﾄ

 
コ
ピ
ー

 
R

es
er

vo
ir 

an
d 

G
ra

nd
 B

ar
ra

ge
 S

ec
to

r 
不
明

 

21
 

Li
st

 o
f 

N
ile

 G
ra

nd
 B

ar
ra

ge
s 

, 
R

eg
ul

at
or

s 
an

d 
N

av
ig

at
io

n 

C
an

al
s 

 

リ
ス
ト

 
コ
ピ
ー

 
R

es
er

vo
ir 

an
d 

G
ra

nd
 B

ar
ra

ge
 S

ec
to

r 
不
明

 

22
 

D
ra

w
in

gs
 a

nd
 S

tru
ct

ur
e 

ca
lc

ul
at

io
n 

fo
r M

in
ia

 re
gu

la
to

r 
図
面

 
コ
ピ
ー

 
II

P､
M

in
ia
 

D
ire

ct
ra

te
 

不
明

 

23
 

Eg
yp

t 2
00

3 
図
書

 
オ
リ
ジ
ナ
ル

 
M

in
is

try
 o

f F
or

ei
gn

 T
ra

de
 

20
03
年

 
24

 
N

ew
 N

ag
a 

H
am

m
ad

i B
ar

ra
ge

 &
 H

yd
ro

po
w

er
 P

la
nt

 
PR

E-
C

O
N

ST
R

U
C

TI
O

N
 B

A
SE

LI
N

E 
AT

LA
S 

図
書

 
コ
ピ
ー

 
Pr

oj
ec

t I
m

pl
em

en
ta

tio
n 

U
ni

t 
M

W
R

I (
R

G
B

S)
 

M
ay

 
20

02
 

25
 

N
ag

a 
H

am
m

ad
i B

ar
ra

ge
 D

ev
el

op
m

en
t 

FE
A

SI
B

IL
IT

Y
 S

TU
D

Y
 F

IN
A

L 
R

EP
O

RT
 V

O
LU

M
E 

7.
1 

EN
V

IR
O

N
M

EN
TA

L 
IM

PA
C

T 
A

SS
ES

SM
EN

T 
M

A
IN

 
R

EP
O

RT
 

図
書

 
コ
ピ
ー

 
N

ag
a 

H
am

m
ad

i B
ar

ra
ge

 D
ev

el
op

m
en

t 
C

on
su

lta
nt

s 
A

ug
us

t 
19

97
 

26
 

N
ag

a 
H

am
m

ad
i B

ar
ra

ge
 D

ev
el

op
m

en
t 

FE
A

SI
B

IL
IT

Y
 S

TU
D

Y
 F

IN
A

L 
R

EP
O

RT
 V

O
LU

M
E 

7.
2 

EN
V

IR
O

N
M

EN
TA

L 
IM

PA
C

T 
A

SS
ES

SM
EN

T 
A

N
N

EX
ES

図
書

 
コ
ピ
ー

 
N

ag
a 

H
am

m
ad

i B
ar

ra
ge

 D
ev

el
op

m
en

t 
C

on
su

lta
nt

s 
A

ug
us

t 
19

97
 

27
 

M
O

N
TH

LY
 N

O
R

M
A

L 
FO

R
 S

O
M

E 
M

ET
EO

R
O

LO
G

IC
A

L 
EL

EM
EN

T,
  

ST
AT

IO
N

: E
L 

M
IN

IA
 

プ
リ
ン
ト

 
コ
ピ
ー

 
EG

Y
PT

IA
N

 
M

ET
EO

R
O

LO
G

IC
A

L 
A

U
TH

O
R

IT
Y

 
19

 
M

ar
ch

, 
20

03
 

 
28

 
C

LI
M

AT
O

LO
G

IC
A

L 
AV

ER
A

G
ES

 O
F 

SO
M

E 
EL

EM
EN

TS
, 

O
C

C
U

R
R

EN
C

E 
O

F 
SO

M
E 

PH
EN

O
M

EN
A

, A
N

D
 W

IN
D

 
R

O
SE

 F
O

R
 S

TA
TI

O
N

 M
IN

IA
  

38
7 

 P
ER

IO
D

: 1
97

3 
- 2

00
1

プ
リ
ン
ト

 
コ
ピ
ー

 
EG

Y
PT

IA
N

 
M

ET
EO

R
O

LO
G

IC
A

L 
A

U
TH

O
R

IT
Y

 
  

 

A7-2 


	５. 討議議事録
	６. 基本設計概要表
	７. 入手資料リスト



